






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































き場所としての “ 就職先 ” にたどり着くことが
できるとしている。ところが、今や、このパイ
プライン・システムからが機能不全を起こして






























（1977 年～ 2010 年）
文部科学省「学校基本調査」に基づく。
1990 年までは文部科学省の定義で 50 日以上欠














































































この小説は的確な “ 予言 ” だったのかもしれな
い。しかし、現実の中では、学校からの離脱は、
保坂（2000）が「脱落型不登校」と名付けたよ
うに、飛翔ではなく転落を伴ってしまっている。
思い起こせば、1980年代には、戦後の経済
成長の中で育ってきたシステムが良くも悪くも
成熟し、そのシステムの持つ軋みや、システム
というものがそれ自体いつも持っていしまう個
性への圧迫があった。人が傷つき心を病むとい
うのは、それこそ「受験戦争と教育ママ」とい
う形で子どもたちを圧迫する要素が表現されて
いたように、「システムによる傷つきや病」だっ
た。ところが、それから 30年が経過した現在
では、「システムが機能しないこと」や「シス
テムに乗せてもらえないこと」からくる方向喪
失感が、個人の心理的な不適応の社会的な背景
として大きな役割を担うようになってきてい
る。方向喪失型の不登校は、その子どもたちに
おける表れということができる。
システムが崩れつつある社会の中で、人が育
つことや生きていくことへの支援は、従来の、
個人と社会を対峙するものと把握するパラダイ
ムではない、新しいパラダイムに基づいた活動
が求められているのかもしれない。
本稿は、不登校の新しい姿を全体像として描
き出すために、事例や調査に基づく根拠を十分
に示さないままとなっている。また、どのよう
な対応が求められるかについても、十分な論を
展開していない。これらの諸点は、今後の課題
であろう。
本稿のもとになる様々な出会いの中で、筆者
に様々なことを教えてくれた中学生たちや保護
者の方々、スクールカウンセラーの仲間たち、
学校の先生方に感謝します。また、本稿の考察
は、いくつもの教育委員会から教員研修の講師
としてお招きいただき、そこで会場の先生方と
語り合う中で生まれたものです。併せて感謝い
たします。
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